
平成 28年 7月 15日　（２）第 53号

職　名 氏名（敬称略） 任　　期

教育長職務代理者 德
とく
永
なが
　喜
よし
昭
あき

平成24年10月１日～平成28年９月30日

委員 渡
わた
辺
なべ
　浩
ひろ
行
ゆき

平成27年10月３日～平成31年10月２日

委員 加
か
藤
とう
　孝
たか
子
こ
平成25年10月21日～平成29年10月20日

委員 坂
さか
本
もと
　和
かず
良
よし

平成27年４月１日～平成31年３月31日

委員 野
の
口
ぐち
　哲
てつ
也
や
平成28年７月１日～平成32年６月30日

○
体
育
館
非
構
造
部
材
落
下
防

止
対
策
工
事

　

第
四
小
学
校
、第
五
小
学
校
、

第
二
中
学
校
、
第
三
中
学
校
で

は
、
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る

天
井
や
照
明
器
具
等
の
落
下
を

防
止
す
る
た
め
の
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
は
夏
休
み
を
中
心

に
行
い
、
そ
の
間
、
体
育
館
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省

か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
て
実

施
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
総
務
課　

学
校

施
設
係 

☎
５
５
１
・
１
９
３
７

○
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
関
連

　

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
稼
働
開

始
後
に
学
校
給
食
を
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
、
夏
休
み
期
間
を

市
内
の
小
・
中
学
校
で

工
事
を
行
い
ま
す

中
心
に
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

【
小
学
校
】

　

既
存
配
膳
室
の
小
荷
物
昇
降

機
の
改
修
工
事
等
を
行
い
ま

す
。
本
年
度
は
、第
一
小
学
校
、

第
二
小
学
校
、
第
五
小
学
校
で

工
事
を
行
い
ま
す
。

【
中
学
校
】

　

給
食
配
膳
用
昇
降
設
備
の
新

設
工
事
等
を
行
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
中
学
校
全
校
で
工
事
を

行
い
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
行
い
、

そ
の
間
、
各
階
の
準
備
室
や
一

部
の
教
室
の
使
用
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
防
衛
省
か
ら
の

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て

　

福
生
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
っ
て
学
習
面
や
生

活
・
行
動
面
に
お
い
て
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
平
成
29
年
４
月
に
特
別

支
援
教
室
を
各
小
学
校
に
設

置
、
固
定
制
の
自
閉
症
・
情
緒

障
害
特
別
支
援
学
級
を
第
六
小

学
校
に
開
設
予
定
で
す
。

◆
通
級
指
導
学
級
か
ら
特
別
支

援
教
室
に
変
わ
り
ま
す

　

特
別
支
援
教
室
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
通
級
指
導
学
級
の
指
導

を
教
員
が
各
校
を
巡
回
し
、
各

在
籍
校
で
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
在
籍
校
で
の
様
子
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
指
導
が
可
能

と
な
り
、
送
迎
な
ど
の
保
護
者

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支

援
学
級
が
開
級
し
ま
す

　

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支

援
学
級
は
、
知
的
な
遅
れ
が
な

く
、
学
習
面
や
生
活
・
行
動
面

に
課
題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
学
校
生
活
全
般
を
通
し
て

適
切
な
支
援
を
行
う
学
級
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
心
配
が
あ
っ
た

い
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
給
食
課 
給
食

第
一
係 

☎
５
５
１
・
１
３
４
４

　平成 28年６月 30日付けで平野裕子委員が任期満了で退
任され、新たに野口哲也氏が７月１日から教育委員に就任
されました。
　前委員の平野裕子氏は、福生市の教育行政の発展及び充
実に向け、４期 13年にわたりご尽力いただきました。長い
間ありがとうございました。
　これにより、教育委員の構成は下表のとおりとなります。
問合せ　教育総務課　教育総務係　☎ 551・1930

　教育委員会は、慶應義塾大学と ICT事業者と、児童・生徒の家庭学習について、
協働的研究を実施しています。
　大ベストセラー「学力の経済学」の著者、中室牧子氏の講演会を開催します。
中室氏は、今まで「思い込み」で語られてきた教育の効果を、科学的根拠から解
き明かします。
　なお、第一部では、教員と ICT事業者によるパネルディスカッション等を行い、
福生市の学力向上の取組について発表します。当日は、本書の即売会及び中室氏
のサイン会も開催します。入場料無料。お気軽にお越しください。
◆日時　平成 28年７月 27日（水）午後２時 15分～４時 30分
◆場所　市民会館大ホール（もくせいホール）
◆内容　第１部　タブレットを用いた産官学協働研究成果発表
　　　　①福生市立学校の学力向上策
　　　　②福生市立学校教員と凸版印刷株式会社によるパネルディスカッション
　　　　テーマ：「タブレットは子どもの学力を高めることができるか」
　　　　第２部　中室牧子氏講演会
　　　　演題：「学力の経済学～子育てに重要なエビデンス」
◆申込み　市ホームページまたは、教育指導課指導係へお問い合わせください。
《プロフィール》
中室牧子（慶應義塾大学総合政策学部准教授）

1975 年奈良県生まれ。1998 年慶應義塾大学卒業。米
ニューヨーク市のコロンビア大学で学ぶ（MPA,Ph.D.）。
専門は、経済学の理論や手法を用いて教育を分析する「教
育経済学」。日本銀行や世界銀行での実務経験がある。
2013 年から現職。教育再生実行会議等、政府の諮問会議
で有識者委員を務める。著書「『学力』の経済学」（ディ
スカヴァー・トゥエンティワン）は発行部数累計 18万部
のベストセラーに。
問合せ　教育指導課　指導係　☎ 551・1538　▲中室 牧子氏

▲ 順調に建設工事が進む、 防災食育センター（熊川1606番地１ほか）

ら
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

知
的
に
遅
れ
が
な
い
の
に
学

習
効
果
が
あ
が
ら
な
い
。

○
集
団
行
動
が
苦
手
。

○
こ
だ
わ
り
が
強
い
。

○
新
し
い
こ
と
が
苦
手
。

【
相
談
窓
口
】
教
育
相
談
室　

☎
５
５
１
・
７
７
０
０

◆
新
規
開
設
に
伴
い
、
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す

○
第
一
回　

平
成
28
年
７
月
22

日
（
金
）
午
後
７
時
〜

○
場
所　

第
三
小
学
校

○
第
二
回　

平
成
28
年
８
月
27

日
（
土
）
午
前
10
時
〜

○
場
所　

第
五
小
学
校

問
合
せ　

教
育
支
援
課　

学
務

係　

☎
５
５
１
・
１
９
４
８

　現在の小学校給食のほか、中学校完全給食、食物アレルギー対応給食を実施する防災食育セ
ンターの建設工事が順調に進んでいます。平成29年９月のオープンに向けて、着実に事業を
推進していきます。

①応急給食機能　 災害発生後４日目以降の最低３日間、市内の避難生活者に対し、一人あたり
一日一回おにぎり２個と温かい汁物を提供します。また、平常時には、学校
給食を提供します。

②避難所機能　避難所、帰宅困難者の一時滞在場所になります。
③拠 点 機 能　支援物資や応援部隊を受け入れます。
④備 蓄 機 能　 避難所開設用の防災用備品、応急給食用の米4,500

㎏と汁物用の乾燥具材45,000食分を備蓄します。
※この事業は防衛省からの補助金を活用して実施しています。

問合せ　学校給食課　給食第一係
　　　　☎551・1344

【防災食育センターの主な機能】

防災食育センター（災害時対応施設）建設工事について

▲野口 哲也氏

平
成
29
年
度
か
ら
、

特
別
支
援
教
育
が

変
わ
り
ま
す

「福生市学力ステップアップ事業講演会」開催！

教育委員に野口哲也氏
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